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No.411

今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント 10名様
●会長に日髙広道さん再選… …… 生産組合長連絡協議会…………2Ｐ
●市長、本部長に新茶贈る… …… 延岡茶生産組合…………………4Ｐ
●ロボット田植え機活躍… ……… 川島町の佐野栄一さん…………4Ｐ
●旬の果物、野菜いかが… ……… 桃、ズッキーニ収穫……………5Ｐ
●枝肉価格の下落が影響… ……… 5月期子牛せり市… ……………7Ｐ
●９人が入校… …………………… 女性大学開校……………………8Ｐ
●初夏の野菜のチキン南蛮風など…… シェフ永井のおすすめ……… 22Ｐ

洗って使える
ペーパータオル

耐久性と吸水性に優れ、洗って絞って繰り返し使用できます。洗って
２、３回は使えます（使用状況により異なります）。

ズッキーニ収穫
北浦町の河野さん夫妻
（５面に関連）



会長 日髙　広道
（北浦支部）

副会長 甲斐　秀雄
（南方支部）

山本　哲三 新
（恒富支部）

吉永　清
（土々呂支部）

吉玉　洋二 新
（岡富支部）

佐藤　善男 新
（北方支部）

副会長 佐野　栄一
（東海支部）

城戸　良道
（東延岡支部）

岩切　寛徳 新
（伊形支部）

酒井　幸生 新
（西階支部）

工藤　良長
（北川支部）

新
生
産
組
合
長
会
議

Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
は
５
月
22
日
、

本
館
大
ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
度
新
生
産

組
合
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
度

の
生
産
組
合
長
は
１
９
９
人
。

同
協
議
会
の
甲
斐
秀
雄
副
会
長
は

「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
が
誕
生
し
た
が
、
以

前
と
変
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
生
産
組
合

の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
引
き
続

き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
本
部
長
も
「
新
生
Ｊ
Ａ
み

や
ざ
き
と
な
っ
て
も
基
本
理
念
は
変
わ

ら
な
い
。
農
家
支
援
を
最
大
の
課
題
と

位
置
付
け
諸
事
業
に
取
り
組
み
、
組
合

員
や
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
事
業
を
展

開
し
て
い
く
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
ま

し
た
。

東
臼
杵
農
林
振
興
局
の
山
内
敏
雄
次

長
、
北
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

川
越
香
所
長
、
延
岡
市
農
林
水
産
部
の

木
原
倉
道
部
長
ら
来
賓
も
多
数
出
席
し

同
協
議
会
の
活
動
を
評
価
し
ま
し
た
。

副
は
甲
斐
さ
ん
、佐
野
さ
ん

日
髙
会
長
は
「
長
引
く
飼
料
・
燃

油
、
諸
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
情
勢
が

続
い
て
い
る
が
、
副
会
長
、
各
生
産
組

合
長
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
が

よ
り
良
き
方
向
に
進
む
よ
う
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

対
し
て
楠
田
富
雄
本
部
長
は
「
Ｊ
Ａ

み
や
ざ
き
が
誕
生
し
た
こ
と
で
生
産
組

合
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
な
も

の
に
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
さ
ら
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
理

解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

規
約
の
一
部
改
正
も
あ
り
、
４
月
か
ら

県
内
13
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

が
誕
生
し
た
の
を
受
け
て
「
Ｊ
Ａ
延
岡
生

産
組
合
」
の
名
称
を
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
生
産
組
合
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
生
産
組
合
員
数
は

３
７
２
６
人
。

生産組合長
連絡協議会会長に日髙広道さ

ん

令和６年度ＪＡ延岡生産組合長連絡協議会は

６月３日、本館小ホールで開かれました。任期満

了に伴う役員改選で会長に北浦支部の日髙広道

さん（73）、副会長に南方支部の甲斐秀雄さん（76）

と東海支部の佐野栄一さん（54）がそれぞれ選出

されました。正副会長ともに再選。任期１年。

協力を呼びかける楠田本部長

あいさつする甲斐副会長

活動さらに活発化活動さらに活発化

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
生
産
組
合
に
改
称
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意
見
収
集

活
　
　
動

運
営
委
員
が
行
く

ほ場で松木さん（右）と歓談する岩佐委員

出
北
地
区
を
中
心
に
巡
回
す
る
岩
佐

裕
委
員
（
60
）
は
５
月
30
日
、
出
北
４

丁
目
の
松
木
寛
之
さ
ん
（
51
）
と
情
報

交
換
し
ま
し
た
。

松
木
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
が

担
い
手
育
成
の
た
め
国
や
県
、延
岡
市

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
新
規
就
農
者

研
修
事
業
の
修
了
生
。
地
域
農
業
振
興

支
援
セ
ン
タ
ー
で
基
礎
を
学
び
、現
在

は
妻
の
恵
子
さ
ん（
52
）と
水
稲
１
・
５

㌶
、玉
ネ
ギ
40
㌃
を
栽
培
。

Ｊ
Ａ
延
岡
玉
ネ
ギ
部
会
の
副
部
会
長

な
ど
歴
任
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
奮

闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
病
を
患
い
「
今

は
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
無
理
し
な
い

よ
う
自
分
の
ペ
ー
ス
で
農
業
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
松
木
さ
ん
で
す
。

農
協
О
Ｂ
の
岩
佐
委
員
に
対
し
て
は

「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
、
経
験
を
生

か
し
、
農
家
と
農
協
と
の
橋
渡
し
に
期

待
し
て
い
る
」。
対
し
て
岩
佐
委
員
は

「
課
題
山
積
の
農
業
だ
が
、
協
力
し
て

地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
」

と
応
じ
ま
し
た
。

岩
佐
裕
委
員

プリエール延岡では、６月１日から
出北２丁目の特設会場（ＪＡみやざき
東延岡支店横）で盆提灯・初盆返礼
ギフト特別予約展示会を開催してい
ます。
今年は伝統工芸士の技が光る作
品から現代の暮らしにマッチしたモ
ダンな「盆提灯・行灯」を多彩に用意
しました。初盆にお参りいただいた
方へのお礼に「返礼ギフト」も多数取
りそろえています。
初盆や葬儀等に関する疑問やお困

りごとについても遠慮なくご相談くだ
さい。専門スタッフが丁寧に対応さ
せていただきます。
展示会は８月12日まで。営業時間

は午前９時から午後４時まで。
詳しくは☎27-９６３２までお問い
合わせください。

プリエール延岡

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
～初盆の準備お早目に～

期
待
の
大
き
さ
肌
で
感
じ
た

訪
問
し
た
の
は
小
峰
町
の
繁
殖
農

家
、
栁
田
裕
則
さ
ん
（
70
）
と
北
方
町

の
果
樹
農
家
、
甲
斐
丈
義
さ
ん
（
63
）

の
２
農
家
。
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
営
農
振

興
部
の
児
玉
昭
人
部
長
と
当
Ｊ
Ａ
営
農

経
済
部
の
長
野
克
弘
部
長
も
同
行
し
ま

し
た
。

栁
田
さ
ん
は
、
就
農
50
年
で
常
時
15

頭
ほ
ど
飼
育
。
当
Ｊ
Ａ
の
運
営
委
員
で

延
岡
和
牛
部
会
の
部
会
長
。「
多
頭
農

家
向
け
の
助
成
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

頑
張
っ
て
い
る
農
家
が
報
わ
れ
る
施
策

を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と
要
望
。

甲
斐
さ
ん
は
現
在
、
桃
の
収
穫
が
最

盛
期
。「
ち
よ
ひ
め
」「
さ
く
ひ
め
」「
日

川
白
鳳
」
が
中
心
で
栽
培
面
積
は
40

㌃
。
桃
園
や
選
果
場
を
視
察
し
た
栗
原

組
合
長
に
「
今
は
輸
送
関
係
で
３
日
目

の
販
売
。
短
縮
で
き
る
方
法
は
な
い
も

の
か
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

要
望
一
つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え

た
栗
原
組
合
長
に
対
し
、
栁
田
さ
ん

は
「
課
題
と
し
て
、
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
も
ら
っ
た
」。
甲
斐
さ
ん
は
「
気

さ
く
な
人
柄
で
真
剣
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
」
と
納
得
の
様
子
で
し
た
。

訪
問
を
終
え
栗
原
組
合
長
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
対
策

の
必
要
性
と
皆
さ
ん
の
期
待
の
大
き
さ

を
肌
で
感
じ
た
」
と
述
べ
、
高
千
穂
地

区
本
部
の
農
家
訪
問
に
向
か
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
の
栗
原
俊
朗
組

合
長
は
６
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
延
岡
地
区
本
部
管
内
の
農
家
を

訪
問
し
ま
し
た
。
県
域
Ｊ
Ａ
と
な

り
、
各
地
域
の
生
産
者
の
生
の
声

を
聞
き
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反

映
さ
せ
る
の
が
目
的
。
５
月
24
日

の
都
城
地
区
本
部
を
皮
切
り
に
巡

回
し
、
当
Ｊ
Ａ
は
６
番
目
。

栁田さんと歓談する栗原組合長（左）

甲斐さんの説明を受ける栗原組合長（左）

栗
原
組
合
長
が
農
家
訪
問

栗
原
組
合
長
が
農
家
訪
問
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佐
野
さ
ん
は
運
送
業
を
し
て
い
ま
し

た
が
10
年
前
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

田
園
が
荒
れ
果
て
て
い
く
の
を
見
か
ね

て
「
地
域
の
美
し
い
環
境
、
農
業
を
守

る
た
め
」
と
一
念
発
起
、
農
業
の
道
に

入
り
ま
し
た
。
実
家
は
農
業
で
、
あ
る

程
度
の
経
験
は
あ
っ
た
も
の
の
基
本
か

ら
学
び
今
日
に
至
り
ま
す
。

作
業
は
原
則
、
1
人
で
行
う
こ
と
か

ら
労
力
低
減
の
た
め
令
和
３
年
に
ロ

ボ
ッ
ト
田
植
え
機
を
導
入
。「
苗
や
除

草
剤
、
肥
料
な
ど
の
補
充
程
度
で
済
む

の
で
、
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
」
と
佐

野
さ
ん
。
そ
れ
で
も
ピ
ー
ク
時
に
は

２
、３
人
を
雇
用
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
生
産
組
合
長
連
絡
協
議
会
の
副

会
長
を
務
め
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
1
人

と
し
て
佐
野
さ
ん
は
担
い
手
不
足
に
伴

う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
憂
い
ま
す
。

「
地
元
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
が
、

年
齢
構
成
か
ら
数
年
後
に
は
受
託
依
頼

が
急
増
し
そ
う
。
地
元
で
の
受
託
依
頼

に
は
で
き
る
範
囲
で
応
え
て
い
き
た
い
」

と
先
を
見
据
え
て
農
業
に
取
り
組
む
佐

野
さ
ん
で
す
。

川
島
町
の
佐
野
栄
一
さ
ん

（
54
）
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
え
機

を
駆
使
し
て
５
月
８
日
か
ら
同
町

と
追
内
町
の
田
ん
ぼ
（
14
㌶
）
で

作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
品
種

は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」。
飼
料
用
米
（
９

㌶
）
を
含
め
る
と
６
月
下
旬
ま
で

続
き
ま
す
。

外周だけは規則により運転席で安全確認に努める佐野さん
（追内町の圃場で）

放棄地を積極的に受託
川島町 佐野栄一佐野栄一さんさん

読谷山市長（左）に新茶セットを手渡す
亀長組合長。隣は佐藤副組合長

楠田本部長（右から２人目）に新茶セット
を手渡す亀長組合長。右は重黒木常務、

左は佐藤副組合長

修
等
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
謝
意

を
伝
え
ま
し
た
。
試
飲
を
終
え
て
読
谷

山
市
長
は
「
１
つ
の
市
に
３
種
類
の
お

茶
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
全
国
で
も

極
め
て
珍
し
い
。
３
種
類
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
お
茶
の
開
発
を
急
い
で
い
る
。『
３

つ
で
１
つ
』
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
延
岡
茶
を
全
国
に
発
信
し
た
い
」

と
消
費
拡
大
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
で
は
、
重
黒
木

充
常
務
も
同
席
し
、
３
種
類
の
お
茶
を

試
飲
し
ま
し
た
。「
最
近
は
急
須
で
の
お

茶
を
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い
若
い
人
が
急
増

し
て
い
ま
す
」
と
危
機
感
を
強
く
す
る

佐
藤
副
組
合
長
に
対
し
、
楠
田
本
部
長

は
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
の
誕
生
で
大
き
く

な
っ
た
組
織
の
利
点
を
生
か
し
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

支
援
強
化
への
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

同
組
合
加
入
の
生
産
農
家
は
18
戸
、

栽
培
面
積
は
20
㌶
。

お
い
し
い
お
茶
で
き
ま
し
た

贈
呈
し
た
の
は
煎
茶
、
釜
炒
り
茶
、

蒸
し
製
玉
緑
茶
の
３
種
類
。
今
年
は
３

月
に
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
摘
採
時
期
に

は
雨
が
続
く
な
ど
管
理
の
難
し
い
年
で

し
た
が
、
生
産
者
の
適
切
な
茶
園
管
理

で
高
品
質
の
お
茶
が
育
ち
ま
し
た
。

市
役
所
で
亀
長
組
合
長
は
、
読
谷
山

市
長
に
市
の
単
独
補
助
事
業
「
延
岡
茶

生
産
基
盤
強
化
事
業
」
を
活
用
し
て
８

人
の
会
員
が
機
械
の
導
入
や
建
屋
の
改

延
岡
茶
生
産
組
合
は
６
月
６
日
、

読
谷
山
洋
司
市
長
と
Ｊ
Ａ
延
岡
地

区
本
部
の
楠
田
富
雄
本
部
長
ら
に

令
和
６
年
産
の
新
茶
を
贈
り
ま
し

た
。
贈
呈
式
に
は
亀
長
浩
蔵
組
合

長
、
佐
藤
純
子
副
組
合
長
が
出
席
。

日
頃
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
新

茶
の
概
況
報
告
を
兼
ね
て
毎
年
、

こ
の
時
期
に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ロボット田植え機ロボット田植え機大活躍

延
岡
茶

延
岡
茶

生
産
組
合

生
産
組
合

市
長
、本
部
長
に
新
茶
贈
る

市
長
、本
部
長
に
新
茶
贈
る
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新
た
な
品
種
に
挑
戦

収
穫
は
朝
５
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

２
、３
時
間
か
け
て
明
さ
ん
が
収
穫
。

そ
の
間
、
美
歩
さ
ん
は
花
粉
交
配
を
行

い
ま
す
。
繁
忙
期
は
母
の
玉
美
さ
ん

（
78
）
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

収
穫
し
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
自
宅
で
選

別
し
、
２
㌔
箱
に
詰
め
て
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
延
岡
地
区
本
部
の
北
浦
野
菜
集
荷
場

に
出
荷
。
一
部
は
地
元
の
「
う
み
ウ
ラ

ラ
」
や
北
川
町
の
「
は
ゆ
ま
」
な
ど
道

の
駅
に
届
け
ま
す
。

今
年
は
「
ゼ
ル
ダ
パ
ワ
ー
」
か
ら
「
グ

リ
ー
ン
ボ
ー
ト
」
に
品
種
を
変
え
ま
し

た
。「
大
阪
方
面
な
ど
に
出
荷
す
る
と

市
場
ま
で
２
、３
日
か
か
る
。
そ
の
間

に
イ
ボ
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
商
品

価
値
が
無
く
な
る
の
で
決
断
し
た
。『
グ

リ
ー
ン
ボ
ー
ト
』
は
肉
や
油
と
の
相
性

が
よ
く
幅
広
い
料
理
に
利
用
で
き
る
の

で
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
夫
妻
。

楽
し
い
農
業
を
実
践

ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ゴ
ー
ヤ
の
３
品
目
を
メ
ー
ン
と
し
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
10

数
種
類
の
野
菜
を
栽
培
。
水
稲
70
㌃
。

「
栽
培
面
積
は
余
裕
が
で
き
て
か
ら
増

や
し
た
い
。
無
理
し
て
増
や
す
と
品
質

に
影
響
が
出
ま
す
か
ら
」
と
夫
妻
。
マ

イ
ペ
ー
ス
で
農
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

北
浦
町
三
川
内
梅
木
の
河
野
明
さ

ん
（
49
）、
美
歩
さ
ん
（
37
）
夫
妻

は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
収
穫
に
励
ん
で
い

ま
す
。
順
調
に
生
育
し
、
畑
（
25
㌃
）

は
み
ず
み
ず
し
い
鮮
や
か
な
グ
リ
ー

ン
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
が
ず
ら
り
。「
汗

で
失
わ
れ
た
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
補
給

に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
で
夏
バ
テ
予
防
に

最
適
の
野
菜
で
す
」と
笑
顔
の
夫
妻
。

６
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

ズッキーニを収穫する河野さん夫妻

収
穫
は
毎
朝
５
時
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
１
人
で
黙
々
と
玉
太
り
、
色
艶
な

ど
を
見
極
め
な
が
ら
傷
つ
け
な
い
よ
う

１
個
、
１
個
て
い
ね
い
に
摘
み
取
り
ま

す
。
箱
詰
め
し
て
Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部

の
北
方
選
果
場
に
出
荷
し
、
延
岡
綜
合

地
方
卸
売
市
場
を
通
し
て
大
分
、
宮

崎
、
延
岡
市
の
市
場
に
出
回
り
ま
す
。

一
部
は
パ
ッ
ク
詰
め
し
て
Ｊ
Ａ
の
産
地

直
売
所
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
や
地
元
の

道
の
駅「
よ
っ
ち
み
ろ
屋
」な
ど
に
出
品
。

以
前
は
ミ
カ
ン
栽
培
が
中
心
で
し
た

が
、
安
定
収
入
を
確
保
す
る
た
め
平
成

元
年
に
桃
の
栽
培
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
品
質
向
上
の
た
め
同
11
年
に
ハ
ウ

ス
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
桃
は

ハ
ウ
ス
10
㌃
、
露
地
35
㌃
。
ミ
カ
ン
は

30
㌃
。

藤
本
さ
ん
も
後
継
者
問
題
に
悩
む
１

人
で
す
が
「
北
方
の
桃
を
守
る
た
め
に

も
希
望
す
る
人
が
い
れ
ば
、
喜
ん
で
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
の
で
引
き
継
い
で

も
ら
い
た
い
。
と
に
か
く
元
気
な
間
は

頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
軒
高
で
す
。

北
方
町
上
崎
の
藤
本
博
明
さ
ん

（
74
）
は
桃
の
収
穫
に
忙
し
い
毎

日
で
す
。
５
月
26
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。「
ち
よ
ひ
め
」「
さ
く
ひ

め
」「
日
川
白
鳳
」「
あ
か
つ
き
」

の
４
品
種
。「
５
月
に
入
っ
て
天
候

が
持
ち
直
し
、
糖
度
が
高
く
な
り

上
々
」
と
笑
顔
で
収
穫
に
励
む
藤

本
さ
ん
。
７
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

細心の注意を払って桃を収穫する藤本さん

ズ
ッ
キ
ー
ニ

ズ
ッ
キ
ー
ニ
収
穫
最
盛

収
穫
最
盛

北
浦
町
の

北
浦
町
の

河
野
さ
ん

河
野
さ
ん

大忙し桃収穫大忙し桃収穫
藤本博明さん北方町上崎

糖度高く品質上々
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理

事

会

だ

よ

り

JAみやざき
延岡地区本部長杯

〔
日
　
時
〕　
令
和
６
年
９
月
12
日（
木
）

〔
会
　
場
〕　
延
岡
Ｇ
Ｃ（
浦
城
町
）

第
８
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

「輸送方法の最適化など進めたい」と片岡部会長

令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会
は
５

月
23
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
２
Ｆ

大
研
修
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
12
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
、原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
報
告
は
13
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
J
A
み
や
ざ
き
第
２
回
通
常
総
代
会

（
監
査
報
告
含
む
）

	▽
令
和
５
年
度
業
務
報
告
書

	▽
令
和
５
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

	▽
役
員
退
職
慰
労
引
当
金
規
程
お
よ

び
県
域
役
員
報
酬
審
議
会
規
程
の

一
部
変
更

	▽
３
畜
連
と
の
権
利
義
務
承
継
契
約

の
締
結

	▽
出
向
契
約（
利
益
相
反
取
引
）の
締
結

	▽
J
A
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策

	▽
令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

	▽
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
か
か
る
方

針
・
規
程
等
の
制
定

	▽
共
済
規
程
の
一
部
変
更

	▽
令
和
６
年
度
の
余
裕
金
運
用

	▽
事
業
資
金
長
期（
賃
貸
住
宅
資
金
）に

か
か
る
貸
付【
宮
崎
中
央
地
区
本
部
】

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
最
終
事
業
年
度（
令
和
６
年
３
月
末
）

の
決
算
結
果

	▽
合
併
後
の
取
組
事
項
に
関
す
る
今

後
の
協
議

	▽
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

	▽
令
和
５
年
青
色
申
告
決
算
デ
ー
タ

分
析
結
果

	▽
宮
崎
県
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会

50
周
年
記
念
式
典

	▽
夏
季
賞
与
の
支
給

	▽
監
事
監
査
規
程
の
制
定

	▽
令
和
６
年
度
監
事
監
査
方
針
お
よ

び
監
査
計
画

	▽
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

	▽
肥
料
情
勢

	▽
石
油
情
勢

	▽
飼
料
情
勢

	▽
2
0
2
4
J
A
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
の
開
催

北
川
町
し
き
み
部
会
は
６
月

６
日
、
北
小
路
の
源
太
で
令
和
５

年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
27
社
と
取
り
引
き
を
行

い
出
荷
量
１
８
５
㌧
、
販
売
高

１
億
５
５
９
０
万
円
で
し
た
。
高

齢
化
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
輸
送
環
境
の

改
善
な
ど
に
取
り
組
み
前
年
並
み

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

北
川
町
し
き
み
部
会

同
部
会
は
同
町
の
下
塚
、
柚
陸
、
祝

子
川
、
上
赤
の
４
支
部
44
人
で
構
成
。

栽
培
面
積
１
０
０
㌶
。
広
島
、
山
口
県

を
中
心
と
す
る
中
国
地
方
や
四
国
な
ど

の
市
場
、
小
売
店
と
取
り
引
き
す
る
県

内
有
数
の
シ
キ
ミ
産
地
。

総
会
に
は
県
、
延
岡
市
、
Ｊ
Ａ
み
や

ざ
き
延
岡
地
区
本
部
な
ど
関
係
機
関
、

団
体
の
代
表
者
含
め
約
60
人
が
出
席
。

片
岡
薫
部
会
長
は
「
生
産
者
の
高
齢
化

や
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
な
ど
で
輸

送
環
境
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
生
産
価
格
の
見
直

し
、
輸
送
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
」
と
し
た
上
で
「
こ
れ
か
ら
お
盆

前
の
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す
が
、
健
康
管

理
に
留
意
し
て
作
業
に
精
励
し
て
ほ
し

い
」
と
生
産
者
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
の
楠
田
富
雄
本

部
長
は
「
60
年
間
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
シ
キ
ミ
作
り
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
に
敬
服
し
ま
す
。
飼
料
、
燃
油
高
騰

な
ど
で
過
酷
な
環
境
に
あ
る
が
、
農
家

の
生
活
を
守
る
の
が
Ｊ
Ａ
の
使
命
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
作
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」。
東
臼
杵
北

部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
川
越
香

所
長
は
「
担
い
手
を
し
っ
か
り
確
保
し
、

ド
ロ
ー
ン
の
実
用
化
を
目
指
す
な
ど
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
同
部
会
を

評
価
し
ま
し
た
。

新
年
度
は
、「
立
ち
枯
れ
症
な
ど
病

害
虫
発
生
原
因
の
究
明
と
対
策
の
確

立
」「
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
」
に
向

け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

出
荷
量

１
８
５
㌧

販
売
高
１
億
５
５
９
０
万
円

販
売
高
１
億
５
５
９
０
万
円

6



　
梅雨前にはタンクの掃除をしてください。
１．飼料は引き取り後、できるだけ早く使
い切るようにしましょう。

２．長期間タンク内の清掃が行われていな
いと内壁へ飼料が付着し、固結してい
ることがあり、カビ、虫の発生の原因と
なります。梅雨までにタンクを一度空
にして付着している飼料の固まりを除
き、１日程度通気・乾燥させてから使
用しましょう。

３．梅雨時や強風時のタンクのフタの閉め
忘れに注意しましょう。

１．直射日光をさけ、風通しのよい所へ保
管しましょう。また、地面に直接置かず
にスノコなどの上に置きましょう。

２．在庫をおさえ、入庫の順に使用しま
しょう。

３．梅雨前には、倉庫の清掃・補修をしま
しょう。

バラ製品について

袋物製品について

梅雨・夏場の飼料の取り扱いに
注意しましょう！

梅雨・夏場の飼料の取り扱いに
注意しましょう！

前
回
、前
年
比
と
も
に
減

畜
連
に
よ
る
と
「
枝
肉
価
格
の
下
落

が
子
牛
価
格
に
影
響
し
た
。
県
内
７
市

場
と
も
軒
並
み
厳
し
い
結
果
と
な
っ

た
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

雌
の
平
均
は
47
万
１
７
０
６
円
（
前

回
比
６
万
７
７
０
４
円
減
）、
去
勢
は

54
万
８
６
４
８
円
（
同
６
万
４
５
７
８

円
減
）
で
し
た
。

枝
肉
価
格
の
下
落
が
影
響

最
高
値
は
雌
が
88
万
円
、
去
勢
が

88
万
２
２
０
０
円
。
出
場
頭
数
は

５
１
７
頭
（
雌
２
５
５
頭
、
去
勢

２
６
２
頭
）
で
し
た
。

価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。（
価
格

は
い
ず
れ
も
税
込
み
）

平
均
51
万
６
９
８
円

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
５
月
19
、
20
日
の
両

日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で

５
月
期
子
牛
せ
り
市
を
開
き
ま

し
た
。
平
均
価
格
は
51
万
６
９
８

円
。
前
回
市
よ
り
６
万
７
８
６
１

円
、
前
年
比
で
も
７
万
５
４
３
７

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

頭数（頭） 最高（円） 最低（円） 平均（円） 日齢 体重（kg）
延

岡

地
区
本
部

雌 91 880,000 218,900 477,364 303 284.6
去 91 882,200 204,600 549,831 279 297.8
計 182 513,597 291 291.2

延
岡
市
場

雌 255 880,000 218,900 471,706 300 285.9
去 262 882,200 204,600 548,648 281 299.8
計 517 510,698 291 292.9

前年市（5月） 前回市（3月） 今回市（5月） 前年比 前回比
雌 565,907 539,410 471,706 △94,201 △67,704
去勢 604,286 613,226 548,648 △55,638 △64,578
平均 586,135 578,559 510,698 △75,437 △67,861

成 績 表

活気づく延岡家畜市場

家畜に感謝の意を捧げる緒方会長　

北
方
町
和
牛
振
興
会
は
６
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
北
方
集
出
荷
場
敷
地
内
の
畜
魂
碑

前
で
畜
魂
祭
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
緒
方

武
彦
会
長
、
村
上
繁
光
副
会
長
、
甲
斐

太た

か

み
克
三
監
事
、
Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
畜

産
振
興
課
の
足
立
竜
一
課
長
ら
が
出
席

し
、
家
畜
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

緒
方
会
長
は
「
長
雨
で
イ
タ
リ
ア
ン

の
収
穫
な
ど
農
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
た

こ
と
で
開
催
が
遅
く
な
っ
た
」
と
し
た

上
で
「
し
っ
か
り
健
康
管
理
を
し
て
事

故
を
減
ら
し
た
い
。
そ
し
て
購
買
者
に

喜
ば
れ
る
牛
作
り
に
専
念
し
た
い
」
と

今
年
度
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
通
常
総
会
は
書
面
議
決

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
飼
養
衛
生

管
理
の
徹
底
に
努
め
「
１
年
１
産
」
を

目
指
し
ま
す
。

優
良
生
産
者
は
次
の
通
り
。
敬
称
略
。

雌
子
牛
最
高
価
格
表
彰
＝
山
田
誠

（
小
中
尾
）
▽
去
勢
子
牛
最
高
価
格
表

彰
＝
甲
斐
伸
二
（
岩
屋
ヶ
平
）
▽
生
産

効
率
優
良
者
表
彰
（
分
娩
間
隔
３
４
０

日
）
＝
甲
斐
操
（
笠
下
黒
原
）

５
月
期

せ
り
市

北
方
町
和
牛
振
興
会

お
ご
そ
か
に
畜
魂
祭

お
ご
そ
か
に
畜
魂
祭
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Ｊ
Ａ
営
農
振
興
課
の
恒
吉
輝
彦
課
長

は
「
講
座
を
通
し
て
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
。　

受
講
生
は
農
産
園
芸
振
興
課
の
川
原

昌
人
課
長
の
指
導
で
滑
ら
か
な
さ
つ
ま

芋
「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
の
苗
植
え
に

挑
戦
。
曇
り
空
で
雨
を
気
に
し
な
が
ら

の
作
業
で
し
た
が
全
員
、
い
き
い
き
と

し
た
表
情
で
50
本
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。「
肥
料
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」「
畝

の
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
び
出
し
、
受
講

生
の
熱
心
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

旭
ヶ
丘
の
川
辺
佳
美
さ
ん
（
57
）
は

「
わ
が
家
の
菜
園
の
お
芋
が
育
た
な
く

な
っ
た
の
が
受
講
の
動
機
。
以
前
か
ら

『
食
の
大
切
さ
』
を
実
感
し
て
い
た
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

９
人
が
受
講

開
校
式
は
同
女
性
部
の
部
長
で
受
講

生
で
も
あ
る
藤
島
惠
子
さ
ん
の
自
宅
庭

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
島
さ
ん
は
「
季

節
の
物
を
自
分
の
手
で
育
て
、
そ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

ほ
し
い
。
１
年
間
、
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
」
と
受
講
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
第
２
回
延
岡
地
区
本

部
運
営
委
員
会
は
５
月
30
日
、本
館

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
協
議

事
項
は
９
件
、報
告
は
20
件
で
し
た
。

＝
　
協
議
事
項
　
＝

	▽
最
終
事
業
年
度　

事
業
実
績

	▽
令
和
６
年
度（
２
月
～
３
月
）株

式
会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
事
業

実
績

	▽
令
和
６
年
度（
２
月
～
３
月
）株

式
会
社
J
A
延
岡
地
域
農
業
振

興
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

	▽
令
和
６
年
度（
２
月
～
３
月
）株

式
会
社
J
A
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ

事
業
実
績

	▽
令
和
５
年
度　

定
期
監
事
監
査

意
見
に
対
す
る
回
答
書

	▽
株
式
会
社
延
岡
地
区
有
機
肥
料

セ
ン
タ
ー
の
役
員
選
出

	▽
北
浦
町
農
業
公
社
の
役
員
選
出

	▽
第
１
回　

延
岡
地
区
本
部
代
表

者
会
の
日
程

【
日
時
：
令
和
６
年
６
月
21
日（
金
）

午
前
９
時
00
分　

延
岡
地
区
本

部　

本
館
大
ホ
ー
ル
】

	▽
第
１
回　

延
岡
地
区
本
部
代
表
者

会　

優
良
組
合
員
表
彰
の
選
考

＝
　
報
　
　
告
　
＝

	▽
令
和
６
年
３
月
末　

資
産
自
己

査
定
の
結
果

	▽
延
岡
地
区
本
部
資
産
活
用
委
員

会
の
構
成

	▽
延
岡
地
区
本
部
代
表
電
話
の
自

動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
導
入

	▽
組
合
員
脱
退
に
伴
う
出
資
金
の

仮
払
い

	▽
貯
金
実
績

	▽「
満
開
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
実
績

	▽
移
動
金
融
店
舗「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
合
併
記
念
定
期
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

商
品
骨
子

	▽
貸
出
金
実
績

	▽
融
資
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
運

営
要
領
の
一
部
変
更

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
新
規
就
農
研
修
生
の
募
集

	▽
令
和
６
年
度　

通
水
期
日

	▽
畜
産
事
業
運
営
幹
事
会
要
領
の

一
部
変
更

	▽
畜
産
事
業
運
営
委
員
会
要
領
の

一
部
変
更

	▽
令
和
６
年
度
W
C
S（
飼
料
用
イ

ネ
）申
込
状
況

	▽
５
月
期
子
牛
セ
リ
市

	▽
M
R
I
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
開
催

	▽
経
済
ポ
イ
ン
ト
実
績

	▽
農
繁
期
対
応
春
期
出
勤
体
制

50㌢感覚で苗を植えていく受講生

熱心に川原課長の話に聴き入る受講生

Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
「
ほ
っ
と
ｃ
о
ｌ
ｌ

ｅ
ｇ
ｅ
」（
女
性
大
学
）
の
開
校
式
は

６
月
８
日
、
長
浜
町
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
大
学
は
女
性
部
活
動
を
通

し
て
Ｊ
Ａ
の
仲
間
づ
く
り
に
貢
献
し

よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
。
１
期
生
は
50
代
か
ら
80
代
の

９
人
。
来
年
１
月
ま
で
「
野
菜
ソ
ム

リ
エ
と
の
お
話
会
」「
地
産
地
消
ラ
ン

チ
交
流
会
」「
農
と
食
の
講
座
」
な
ど

５
回
の
授
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

初
日
は
芋
苗

植
え
に
挑
戦

女
性
大
学
が
開
校

女
性
大
学
が
開
校
運

営

委

員

会

だ

よ

り
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ふ
る
さ
と
市
場
に
試
練

同
市
場
に
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
出

荷
す
る
農
家
で
組
織
す
る
産
直
農
産
物

生
産
者
運
営
協
議
会
の
会
員
は
９
４
７

人
。
常
時
、
漬
物
を
出
品
す
る
の
は
30

人
ほ
ど
。
そ
の
う
ち
半
数
は
漬
物
作
り

を
や
め
ま
し
た
。
同
市
場
の
中
尾
浩
士

店
長
は
「
漬
物
は
特
に
そ
れ
ぞ
れ
に
固

定
フ
ァ
ン
が
い
る
魅
力
あ
る
商
品
の
ひ

と
つ
。『
郷
土
の
味
』
だ
。
残
念
と
し

か
い
い
よ
う
が
な
い
」
と
肩
を
落
と
し

ま
す
。
続
け
て
「
や
め
る
原
因
は
設
備

の
改
修
費
用
だ
け
で
な
く
年
齢
に
も
あ

る
。
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
機

会
と
捉
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
」

と
分
析
。

郷
土
の
味
が
ピ
ン
チ

設
備
投
資
は
無
理
と
判
断
し
た
同
市

北
川
町
の
伊
藤
靖
子
さ
ん
（
81
）
は
同

協
議
会
を
脱
会
。「
自
宅
か
ら
同
市
場

ま
で
は
往
復
１
時
間
以
上
も
か
か
る
の

で
近
年
は
漬
物
を
持
っ
て
い
く
の
が
負

担
に
な
っ
て
い
た
。
年
齢
も
考
え
法
改

正
は
や
め
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
た
だ
、

や
る
気
は
あ
る
の
で
近
く
の
道
の
駅
に

野
菜
等
を
出
荷
し
よ
う
か
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

継
続
を
選
び
規
定
通
り
に
施
設
を
改

修
し
、
設
備
を
整
え
た
の
は
数
人
。
そ

の
う
ち
の
１
人
が
ナ
ス
の
辛
子
漬
け
、

シ
ョ
ウ
ガ
の
味
噌
漬
け
な
ど
10
数
種
類

の
漬
物
を
届
け
る
吉
野
町
の
広
瀬
節
子

さ
ん
（
76
）。「
迷
っ
た
け
ど
多
く
の
お

客
様
か
ら
『
や
め
な
い
で
』
と
の
声
を

い
た
だ
い
た
の
で
続
け
る
こ
と
に
し

た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
」
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。　

狭くなった漬物コーナーを点検する
中尾店長

農
家
が
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て

作
る
漬
物
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
漬
物
の
製
造
が
許
可
制

と
な
る
改
正
食
品
衛
生
法
が
６
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

許
可
を
得
る
た
め
に
は
換
気
設

備
、
手
洗
い
専
用
作
業
所
の
設
置

な
ど
多
額
な
設
備
投
資
が
必
要
な

だ
け
に
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区

本
部
の
産
地
直
売
所
「
ふ
る
さ
と

市
場
」
で
は
漬
物
製
造
を
断
念
す

る
農
家
が
増
え
困
惑
し
て
い
ま
す
。

延岡市果樹振興協議会は５月24日、北方支店２
階会議室で令和５年度通常総会を開き、任期満了に
伴う役員改選で甲斐憲治会長を再選しました。
コロナ禍で５年ぶりの開催となり、甲斐会長は「気

持ちを引き締め行政、JA等の指導をいただきなが
ら水稲、畜産、果樹が一体となって地域農業の振興
に頑張っていきたい」と意欲を示しました。さらに
カメムシの大量発生に「特に夏から秋にかけては万
全の対策を」と注意を呼びかけました。
JA延岡地区本部の川原博之副本部長、北部農業

改良普及センターの川越香所長らも出席し、会員を
激励しました。

JA酪農振興会女性部の松田信子部長と矢北玲子さ
んは６月５日、JA延岡地区本部を訪れ、楠田富雄本
部長と重黒木充常務に地元産の「延酪牛乳」１㍑パッ
クを贈りました。「父＝牛乳（ちち）」のごろ合わせで毎年、
「父の日」（６月第３日曜日）に合わせて贈呈しています。
松田部長は「県内外で廃業する農家が増えています

が、私たちは体調を考慮しながら無理せず頑張ります。
おいしい地元産牛乳の生産に努めます」と心意気を示
し、楠田本部長と重黒木常務に手渡しました。楠田本
部長は「皆さんの努力に報いるためにも広報活動など
を通して消費拡大に尽力したい」とお礼を述べました。
同部会の乳牛は約60頭で昨年度の乳量は347㌧でした。

楠
田
本
部
長
（
左
か
ら
２
人
目
）
に
牛
乳

を
手
渡
す
矢
北
さ
ん
と
重
黒
木
常
務
（
右

か
ら
３
番
目
）
に
手
渡
す
松
田
部
長

改
正
食
品

衛
生
法
で

漬
物
出
品
者
が
激
減

漬
物
出
品
者
が
激
減

果樹振興
協 議 会

酪 農
女性部 甲斐憲治会長を再選甲斐憲治会長を再選「父の日」で牛

ち ち

乳贈る

万
全
の
カ
メ
ム
シ
対
策
を
呼
び
か
け
る

甲
斐
会
長
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

旬
の
時
期
と
は
ひ
と
味
違
う
味
わ
い
を
楽
し
め
る

よ
う
に
遅
く
収
穫
す
る
方
法
、
抑
制
栽
培
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
中
間
地
で
は
４
月
中
旬
～
８
月
中

旬
に
種
ま
き
し
、
種
ま
き
後
88
日
程
度
で
収
穫
で
き

ま
す
。
８
月
下
旬
以
降
の
種
ま
き
で
は
栽
培
後
半
の

気
温
が
不
足
し
、
穂
が
十
分
に
肥
大
し
ま
せ
ん
。

【
品
種
】抑
制
栽
培
で
は
生
育
初
期
が
高
温
で
経
過
す

る
た
め
、早
生
品
種
で
は
十
分
な
葉
数
が
展
開
す
る

前
に
出
穂
し
、穂
の
肥
大
が
不
足
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
温
期
で
も
じ
っ
く
り
生
長
す
る
中
生
品
種
の「
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
90
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）や「
お
ひ
さ
ま

コ
ー
ン
88
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】畑
１
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
1
0
0
g

を
あ
ら
か
じ
め
散
布
し
て
お
き
ま
す
。
１
平
方
m
当
た

り
化
成
肥
料（
N
P
K
各
成
分
10
％
）2
0
0
g
と
堆

肥
２
㎏
を
全
面
に
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す

（
図
１
）。
２
条
ま
き
で
は
、幅
90
～
1
0
0
㎝
の
栽
培

床（
ベ
ッ
ド
）を
作
り
、ベ
ッ
ド
を
平
ら
に
な
ら
し
た
後
、

地
温
の
上
昇
を
防
ぐ
白
マ
ル
チ
を
し
ま
す
。

【
種
ま
き
・
間
引
き
】株
間
30
㎝
程
度
、１
ヵ
所
３
、４

粒
の
点て
ん
ぱ播
に
し
、害
虫
予
防
の
た
め
防
虫
ト
ン
ネ
ル

で
被
覆
し
ま
す（
図
２
）。
な
お
、１
、２
株
の
栽
培
や

１
列
の
み
で
は
花
粉
が
不
足
し
や
す
い
の
で
10
株
以

上
に
ま
と
め
て
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。
草
丈
10
～
15

㎝
で
生
育
の
良
い
１
株
を
残
し
、間
引
く
苗
を
は
さ

み
で
切
り
取
り
１
本
立
ち
に
し
ま
す（
図
３
）。

【
追
肥
・
水
や
り
】１
回
目
の
追
肥
は
草
丈
50
～
60
㎝
の

頃
、１
平
方
m
当
た
り
1
0
0
g
を
ベ
ッ
ド
の
両
側

に
与
え
、株
元
へ
土
寄
せ
し
ま
す
。
雄
穂
が
出
る
頃
に

同
様
の
量
を
通
路
に
施
し
中
耕
し
ま
す
。
株
元
か
ら

２
、３
本
の
脇
芽
が
出
ま
す
が
、特
に
取
り
除
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん（
無
除
け
つ
）。
そ
の
後
、雌
穂
が
２
、

３
本
付
き
、上
の
１
番
穂
が
大
き
く
な
る
の
で
、こ
れ

を
収
穫
し
ま
す
。
下
に
付
く
穂
は
あ
ま
り
大
き
く
な

ら
な
い
た
め
、残
し
て
お
い
て
も
構
い
ま
せ
ん（
無
除

房
）（
図
４
）。
晴
天
が
続
き
水
不
足
と
な
る
と
子
実
の

肥
大
に
影
響
す
る
た
め
、十
分
な
水
や
り
を
し
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど

害
虫
が
多
く
飛
来
す
る
作
型
の
た
め
、予
防
的
な
農
薬

散
布
が
必
要
で
す
。
雄
穂
が
出
る
頃
に
ア
ワ
ノ
メ
イ

ガ
が
飛
来
し
て
、幼
虫
は
雄
穂
や
雌
穂（
子
実
）に
食
い

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
雄
穂
の
出
始
め
に
登
録
農
薬

を
株
の
上
か
ら
散
布
し
ま
す
。
収
穫
期
に
は
防
鳥
ネ
ッ

ト
な
ど
で
カ
ラ
ス
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

【
収
穫
】収
穫
適
期
は
絹
糸
が
出
て
か
ら
25
日
前
後

で
す
が
、絹
糸
抽
出
期
以
降
の
気
温
に
よ
っ
て
前
後

し
ま
す
の
で
、予
定
日
が
近
づ
い
た
ら
試
し
む
き
し

て
、先
端
粒
の
張
り
具
合
を
見
て
収
穫
適
期
を
決
定

し
ま
す
。
朝
も
ぎ

が
み
ず
み
ず
し
く

お
い
し
い
の
で
、

早
朝
に
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。

スイートコーンの抑制栽培　害虫対策を万全に

図１ 畑の準備
堆肥２㎏

30㎝30㎝

1m

雄穂

雌穂

脇芽
脇芽

はさみで
切り取る

1m

45㎝45㎝
90〜100㎝90〜100㎝

化成肥料
200g

図２ 種まき

図３ 間引き

図４ 無除けつ・無除房

インショップ産直コーナー

お問い合わせは
ふるさと市場 ☎28-0080

ふるさと市場
マックスバリュ岡富店
営業／0：00～24：00
住所／中川原町2丁目4920

イオン延岡店　
営業／9：00～21：00
住所／旭町2丁目2-1

イオン多々良店
営業／9：00～21：00
住所／岡富町154

産直市場のべおか
営業／10：00～19：00
住所／大貫町3丁目1278

マックスバリュ南延岡店
営業／0：00～24：00
住所／構口町2丁目204-7

営業／9：30～18：00　住所／恒富町4丁目27

安
心

Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所

安
全

新
鮮
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病
害
虫
防
除

近
年
、カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の
吸
汁
害

を
受
け
る
と
斑
点
米
と
な
っ
て
、検
査
等

級
の
格
下
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最
終

防
除
は
収
穫
７
日
前
ま
で
防
除
で
き
る

「
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10
」が
効
果
的
で
す
。

こ
の
た
め
、穂
い
も
ち
は
穂
ぞ
ろ
い

期
の
防
除
を
、カ
メ
ム
シ
は
穂
ぞ
ろ
い

期
と
そ
の
後
７
日
か
ら
10
日
目
ご
ろ
の

２
回
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

落
　
水

完
全
落
水
の
時
期
は
、
収
穫
前
５
日

ご
ろ
を
目
安
と
し
て
、
土
壌
条
件
や
降

雨
等
を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。

落
水
が
あ
ま
り
早
い
と
玄
米
の
充
実

が
悪
く
な
り
、収
量
や
品
質
、食
味
の
低

下
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

中
干
し

中
干
し
は
、
一
株
当
た
り
20
〜
25
本

程
度
、分
け
つ
茎
数
が
確
保
さ
れ
た
ら

１
週
間
程
度
行
い
ま
す
。

※
中
干
し
の
効
果　

①
土
に
新
鮮
な

空
気
を
送
っ
て
根
を
健
全
に
す
る
②
下

位
節
間
が
抑
制
さ
れ
倒
伏
を
防
止
す
る

③
有
害
ガ
ス
を
抜
い
て
、
秋
落
ち
防
止

④
無
効
分
け
つ
を
抑
制
す
る
。

軽
く
足
跡
が
つ
く
程
度
が
目
安
で
す

が
、湿
田
で
は
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
に
行

い
ま
す
。
中
干
し
は
、そ
の
年
の
天
候
に

よ
っ
て
適
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、長

期
予
報
や
稲
の
状
態
を
見
な
が
ら
時
期

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

穂
　
肥

穂
肥
は
、
出
穂
20
日
〜
15
日
前
ま
で

の
適
期
に
、適
量
を
施
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
早
す
ぎ
る
と
一
穂
の
籾
数

は
多
く
な
る
が
、茎
の
下
位
節
間
や
上

位
葉
が
伸
び
て
、倒
伏
し
や
す
く
受
光

態
勢
も
悪
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
遅
く

な
る
と
倒
伏
の
問
題
は
な
い
が
、一
穂

の
籾
数
が
少
な
く
な
り
、
食
味
低
下
の

要
因
と
な
り
ま
す
。

穂
肥
の
目
的
は
、穂
と
な
る
茎
の
割

合
を
高
め
て
穂
数
を
増
や
し
、一
穂
を

大
き
く
し
籾
の
実
入
り（
登
熟
歩
合
）を

高
め
る
こ
と
で
す
。
穂
肥
の
時
期
は
ま

ず
田
ん
ぼ
に
入
り
、穂（
幼
穂
）の
出
来

具
合
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
幼
穂
の
確
認
）水
口
、畦
際
は
さ
け
、中

の
平
均
的
な
生
育
を
し
て
い
る
株
の
、

最
も
草
丈
の
長
い
茎
を
出
来
る
だ
け
地

際
か
ら
抜
き
取
り
、茎
を
出
来
る
だ
け

丁
寧
に
１
枚
ず
つ
は
ぎ
取
り
な
が
ら
確

認
し
ま
す（
幼
穂
長
１
㌢
ご
ろ
が
適
期
）。

（
穂
肥
の
量
）穂
肥
の
量
は「
Ｂ
Ｂ
追
肥
２

号
」を
葉
色
を
見
な
が
ら
10
㌃
当
た
り

５
〜
10
㌔
を（
食
味
を
重
視
す
る
方
は
ミ

ネ
ラ
ル
追
肥
を
10
㌃
当
た
り
10
〜
20
㌔
）

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。「
一
発
く
ん
」を

施
用
し
た
圃
場
は
基
本
的
に
追
肥
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ン
カ
類
に
ご
注
意

◎
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ（
秋
サ
ベ
）

海
外
か
ら
の
飛
来
性
害
虫
で
、
梅
雨

時
期
に
中
国
南
西
部
よ
り
飛
来
し
ま
す
。

主
に
株
元
を
好
む
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

は
、繁
殖
力
が
旺
盛
で
稲
の
株
元
に
薬
剤

が
届
く
生
育
初
期
の
防
除
が
ウ
ン
カ
対

策
に
は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

稲
が
大
き
く
な
る
と
、薬
剤
が
株
元

ま
で
届
き
に
く
く
防
除
が
難
し
く
な
り
、

被
害
が
拡
大
し
坪
枯
れ
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
中
干
し
が
不
十
分
な
圃

場
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
購
買
店
舗
、Ｇ
１
店
舗
等
に
掲
示

さ
れ
る
防
除
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ（
夏
サ
ベ
）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
同
様
、海
外
か
ら

の
飛
来
性
害
虫
で
す
。
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
は
主
食
用
米（
主
に
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）に

害
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
よ
く
好
み
、飼
料

用
稲（
ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ
）の
被
害
拡
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
主
食
用
米
同
等
の

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
飼
料
用
稲
は
使
用
で
き
る
農
薬
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
布
前
に
は
購
買

店
舗
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

水
管
理

幼
穂
が
形
成
さ
れ
て
穂
ば
ら
み
期
か

ら
出
穂
期
ま
で
が
、
稲
の
生
育
上
最
も

水
を
必
要
と
す
る
時
期
。
穂
ば
ら
み
期

か
ら
出
穂
期
ま
で
は
、
や
や
深
水
管
理

と
し
、水
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。�

〔
農
産
園
芸
振
興
課
〕

稲
作
情
報

稲
作
情
報

早
期
水
稲

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

普
通
期
水
稲

児童の協力を得て苗を植える園児

南方小南方小とと西階幼稚園西階幼稚園

仲
良
く
イ
モ
苗
植
え

南
方
小
学
校
の
５
年
生
１
１
８
人
と

西
階
幼
稚
園
の
園
児
37
人
は
５
月
22

日
、
協
力
し
て
栗
の
よ
う
な
香
り
と
甘

味
が
特
徴
の
サ
ツ
マ
イ
モ
「
紅
あ
ず
ま
」

の
苗
５
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
収
穫

は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
地
元
の

甲
斐
俊
行
さ
ん
（
79
）
が
、
野
田
１
丁

目
の
畑
（
２
㌃
）
を
開
放
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
18
年
目
。
甲

斐
さ
ん
の
指
導
で
児
童
と
幼
児
は
協
力

し
て
黒
い
マ
ル
チ
シ
ー
ト
の
穴
の
開
い

た
部
分
に
20
㌢
ほ
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

河
村
咲さ

ら良
さ
ん
（
10
）
は
「
幼
稚
園

生
が
植
え
や
す
い
よ
う
に
し
っ
か
り
手

伝
い
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
お
イ
モ
は

大
好
き
な
の
で
収
穫
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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園芸用ビニールハウスの整備を支援します！園芸用ビニールハウスの整備を支援します！
地元産の魅力ある園芸作物の安定生産、高品質化、地

産地消及び生産者の所得向上を支援するため、『園芸用
ビニールハウス』の整備等に対しての助成を行います。
◆対象者◆
販売実績のある農家、認定新規就農者、集落営農組織

◆補助対象経費区分◆
①�パイプハウス、単棟強化ハウス、APハウスの新設
　（1a以上のもの）
②�循環扇、加温機、Co2発生装置、スマート技術等の機
械設備の導入

③ハウス栽培用資材の導入
④中古ハウスの解体・運搬・組立
⑤ビニールの被覆（30万円を超えるもの）
⑥ハウスの保守・補強、防風ネット設置

◆補助率◆
補助対象経費の３分の１以内
（事業を実施する地域によっては、５～10％の上乗せ�
　補助有り）
◆区分ごとの補助上限額◆
①150万円、②30万円、③30万円、④60万円、⑤30万円、
　⑥15万円
※�予算には限りがありますので、関心のある方は着手前
に一度ご相談ください。

※�補助率や補助上限額、その他要件等詳しくは市HPを
ご覧いただくか、または下記までお問合せください。

問い合わせ先
延岡市役所　農業畜産課　農産園芸係（本庁舎３階）

TEL 22-7018

産直農産物の新しい取り組みを支援します！産直農産物の新しい取り組みを支援します！
延岡市では、道の駅をはじめ市内の直売所へ野菜等の出
荷を行う方で、新規品目の栽培及び出荷調整に取り組む生
産者を対象に生産資材の補助を行っています。
◆対象者◆
①生産者部会等の会員
②�新しく農業を始めようとする人又は�
新規就農者（就農3年以内）

◆補助対象経費◆
＜産直農産物生産推進事業＞
産直農産物の新規品目導入や新しい作型への挑戦にかかる
以下のものが対象になります。
　・種苗費　・薬剤費　・肥料費　・資材費（マルチシート等）
※�１a以上の取組が要件。産直市場で販売を行っている方、これ
から行う予定の方の取組が対象。
＜産直農産物出荷調整支援事業＞
農産物の直売所等への出荷から販売にいたるまでの鮮度
保持を目的とする以下の導入に係る費用が対象となります。
　・保冷設備の導入
◆補助率◆
＜産直農産物生産推進事業＞
①各部会員等　�：補助対象経費の２分の１以内（上限10万円）
②新規就農者等：補助対象経費の３分の２以内（上限15万円）
＜産直農産物出荷調整支援事業＞
・補助対象経費の２分の１以内（上限50万円）
※�予算には限りがありますので、関心のある方は着手前に一
度ご相談ください。
※�補助率や補助上限額、その他要件等詳しくは市HPをご覧
いただくか、または下記までお問合せください。

問い合わせ先
延岡市役所　農業畜産課　農産園芸係（本庁舎３階）

TEL 22-7018

★ポジティブリスト制度(残留農薬)による散布制限のお知らせ。

2024年度

防除「無人ヘリ」 対象病害虫 散布日程（予定）

１回目
札色（青）

いもち病
７月中旬〜
７月下旬

紋枯病
ウンカ

コブノメイガ

２回目
札色（橙色）

いもち病
８月上旬〜
８月中旬

紋枯病
ウンカ
カメムシ

３回目
札色（赤）

いもち病
８月下旬〜
９月上旬

紋枯病
ウンカ
カメムシ

（３回連続の防除を行い、病害虫発生の予防に
努めましょう）

（農産園芸振興課）

食品衛生法の施行により、残留農薬基準値が厳しくなり、基準を超
えて農薬が検出された場合、その作物は原則「流通禁止」となります。
このため無人ヘリ防除については、他作物への農薬飛散防止のため、
出荷をする露地野菜の圃場が隣接している水田の防除は実施できませ
ん。民家に隣接する水田についても実施できません。皆様のご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。

※�立札は、回数によって色分けをしています。� �
（立札と申込用紙は、グリーンワン、農機センター、３北購買店舗等
に準備しています）
※�稲の生育状況、気象状況によって散布時期に変更を行うことがあり
ます。
※雨風、台風期の立札管理にも十分注意をお願いいたします。
※２、３回目は、病害虫の発生に伴い農薬を変更する場合があります。
※面積は、水稲細目書の本地面積を参考に記入して下さい。
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令和６年度リカレント研修のご案内
～農業経営の基礎知識を身につけよう～
農業を始めたい人や経験の少ない方などを対象に、農業と気象、農業技術の専門的な基礎知識、農業
経営、マーケティングなどについて専門講師による研修会を開催します。

研修会場（オンライン配信）：
　東臼杵北部農業改良普及センター
　〒882-0854　延岡市長浜町1-1713　
　TEL 0982-32-3216　FAX 0983-32-3234
　※７月31日「土壌肥料Ⅱ」は実習のため
　　県立農業大学校農業総合研修センターのみ
主催:県立農業大学校農業総合研修センター

１ 宮崎の農業と気象

・日　時
　令和６年７月３日（水）13:15～16:00
・主な内容
　本県の気象の特性と農業との関係、
　気象予測についての知識を学びます。
・講師　村岡精二氏（総合農業試験場企画情報室）

３ 土壌肥料Ⅰ

・日　時
　令和６年７月30日（火）13:15～16:00
・主な内容
   土づくりと施肥管理について
　土壌の基礎を学びます。
・講師　杉田浩一氏（県専門技術センター）

５ 植物生理

・日　時
　令和６年８月６日（火）13:15～16:00
・主な内容
　果菜類の植物生理の基礎を学びます。
・講師　境田耕作氏（県専門技術センター）

７ 農地制度・農業者年金

・日　時
　令和６年８月９日（金）13:15～16:00
・主な内容
　農業を始めるのに必要な制度などについて学びます。
・講師　県担い手農地対策課　西森竜一氏
　　　 宮崎県農業会議　吉野弘樹氏　木宮香織氏

９ マーケティング

・日　時
　令和６年８月26日（月）13:15～16:00
・主な内容
　農業マーケティングの基礎知識を学びます。
・講師　高津佐和宏氏（アグリビジネスパートナー）

２ 農作業安全

・日　時
　令和６年７月26日（金）13:15～16:00
・主な内容
　農作業事故の事例と安全対策について学びます。
・講師　福川泰陽氏（県専門技術センター）

４ 土壌肥料Ⅱ

・日　時
　令和６年７月31日（水）13:15～16:15
・主な内容
　 土づくりと施肥管理について土づくり、土壌の分析などの

手法を学びます。
・講師　杉田浩一氏（県専門技術センター）

６ GAP

・日　時
　令和６年８月８日（木）13:15～16:00
・主な内容
    GAPの概要と取り組み事例を学びます。
・講師　稲垣裕介氏（県農業流通ブランド課GAP担当）

８ 経営基礎

・日　時
　令和６年８月23日（金）13:15～16:00
・主な内容
　農業経営管理の基礎知識を学びます。
・講師　山口晶子氏（県専門技術センター）

10 病害虫防除

・日　時
　令和６年８月28日（水）13:15～16:00
・主な内容
　農薬の適正使用と病害虫防除の基礎知識を学びます。
・講師　溝邊　真氏（県専門技術センター）

実習実習

お申込み用
QRコード

ひなたMAFiN
QRコード

宮崎県の
農業に関する
情報は
こちらから！
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お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

日本農業新聞
価格改定のお知らせ

新聞用紙代、制作費の高騰により、読者の皆さまには大変心苦しい限りですが、令和
６年８月の購読料から下記の価格に改定させていただきます。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
今後もより一層、読者の皆さまにご満足いただける紙面を提供できるよう尽力して

参ります。
株式会社　日本農業新聞

対象サービス 改定前
（7月まで）

改定後
（8月以降）

紙版 2,623円 3,100円

併読（電子版＋紙版） 3,723円 4,200円

電子版 2,403円（料金据え置き）
•表示料金は全て税込・月単位での価格となります

ミュージアム広場で

JA延岡女性部南方支部は５月22日、熊本県阿蘇郡
南阿蘇村の「熊本地震震災ミュージアムKIOKU」を
視察しました。同ミュージアムは平成28年４月に発
生した熊本地震の記憶を後世に残し、防災について
学ぶ施設。
１時間ほどの視察でしたが、震災遺物や被災状況

の写真、発生当時の映像などを見学。参加した山下
益代支部長ら25人全員、大震災の恐ろしさを肌で感
じ、防災意識を高めました。　
一方、車中ではクイズやゲームなどで大盛り上がり。

ポーチなどの景品は、それぞれが持ち寄った手作り
の品々。それだけに和やかな雰囲気で部員相互の親
睦も一段と深まりました。

熊本地震震災ミュージアム視察
地震の恐ろしさ実感地震の恐ろしさ実感女 性 部

南方支部
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移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 入金は200万円まで。キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

詳しくは 金融企画課 ☎23-1887または
　　　    営業課 ☎23-1890へ。

資産形成・運用はじめるならJAバンク！

月曜日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前（月1回、第4週のみ）

火曜日
時　間 場　所

  9：30～10：00 片田公民館
10：30～12：00 ととろふれあい館（旧土々呂支店）
13：30～14：00 下三輪公民館（月1回、第4週のみ）

水曜日
時　間 場　所

  9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～13：10 農機具センター（旧G1ひらた）
13：20～14：00 高野公民館

金曜日
時　間 場　所

  9：30～10：00 伊原営農集会所
10：20～10：50 岡元公民館
11：10～11：30 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館（月1回、第4週のみ）
13：50～14：20 二股上公民館（月1回、第4週のみ）
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。

　県域JA合併に伴い、令和６年６月１日より
営業時間を下記の時間に変更いたしました。
　皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご
理解、ご協力をお願い申し上げます。

該当部門 営業時間
各支店窓口  
本館１階

（ローンセンター、
共済窓口）

9：00～15：00
北浦・北方・

北川  各購買 9：00～17：00

グリーンワン

【４月～10月】8：30～18：00
【11月～３月】8：30～17：00
（土日・祝祭日は8：30～

16：30）
本件に関するお問い合わせ先

総務課　TEL 0982 - 23 -1880

営業時間変更のご案内

15



人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信
土 土令和6年 6月1日　▶ 6日29日

令和6年 7日1日　▶ 8日31日月 土

夏の洗車＆

コーティングフェア

※QRコードは
　㈱デンソーウェーブの
　登録商標です。

QRQR
コード決済
ができます！

●お一人様、各１回のみ有効。●他の割引・サービスとの併用はできま
せん。●現金との引き換えはできません。●紛失・盗難の際は再発行い
たしません。

ご利用の際、切り離さないでスタッフまでご提示下さい。

ガソリン
軽 油 ガソリン

軽 油55円/ℓ円/ℓ
割引割引 55円/ℓ円/ℓ

割引割引

株式会社 JA延岡エネライフ松山SS・東海SS・鉄工団地SS

●お一人様、各１回のみ有効。●他の割引・サービスとの併用はできま
せん。●現金との引き換えはできません。●紛失・盗難の際は再発行い
たしません。

株式会社 JA延岡エネライフ松山SS・東海SS・鉄工団地SS

ご利用の際、切り離さないでスタッフまでご提示下さい。

ガソリン・軽油
特別割引券進呈!!

特典
1

特典
2

ハンドル付き
ボックス
プレゼント!!

1台 通常価格より

5%5%OFFOFF

2台 通常価格より

10%10%OFFOFF

3台以上 通常価格より

20%20%OFFOFF

ご家族まとめて！
職場でまとめて！
お得にキレイに !!

ご家族まとめて！
職場でまとめて！
お得にキレイに !!複数台割引

まとめてご利用でお得!!まとめてご利用でお得!!

プレミアム
パーフェクト
コース

※車種により金額が変わります。詳しくはスタッフまで

やって来る‼川原いちご農園が

安い !!

719金 20土
7

オイル交換が 1,500円/台(税込)軽自動車

2,000円/台(税込)普通車
「OW20-」は+￥1,000
※エレメント交換は別途料金がかかります。※ディーゼル車除く。
※大変混雑が予想されます。混雑時はお時間をいただく場合があります。

※点検後の部品交換は有料となります。

新車 中古車
・試乗会開催!!
・見積
・買取相談

多数
展示

カーライフカーライフサポートフェア
サポートフェア

愛車無料点検 !!

※売り切れ次第終了となります。予めご了承ください。
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お問い合せは、お近くの JA 窓口へ
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生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

なすキムチ巻き

①なすは縦に薄く切ります。
②なすの両面に塩をまぶして水分が出るまで 5分ほどおきます。
③水分が出たらキッチンペーパーで拭きます。
④片面に片栗粉をまぶして、大葉、チーズ、キムチの順に真ん中に
のせて巻きます。
⑤フライパンで繋ぎ目を下にして両面焼きます。
⑥タレを入れて強火で絡めたら完成です。

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

　なすから出る水分はしっかりふき取っ
てください。
　キムチの代わりに豚肉を巻いても美味
しいですよ。

こ
め
油

材料（1人～２人分）エーコープマーク品

なす………………１本
大葉 ……………５枚
スライスチーズ … ２枚
キムチ……………適量
塩 ………………適量
片栗粉 …………適量
こめ油……………適量

タレ材料
しょうゆ ……大さじ1
酒 …………大さじ１
みりん………大さじ１
砂糖 ……大さじ1/2

お問い合せは、お近くの JA 窓口へ
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すこやかに宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

廣末 凜
り ん

 さん（7歳） 平成28年8月9日生まれ

龍
り ゅ う た ろ う

太郎  くん（4歳） 令和元年11月7日生まれ

北川町廣末孝則さん、樹里さんの長女、長男

2人ともピアノ教室に通っています。そろって「楽しい」とにっこり。
凜さんは何事にも前向き。サッパリした快活な女の子です。大きくなっ
たら「美容師さんになりたい」と目を輝かせます。龍太郎くんは元気
いっぱい。おうちの近くにある公園で遊ぶのが大好き。いまポケモンカー
ドを集めるのに夢中です。「それぞれ好きな道を歩いてほしい。健康で、
いつまでも2人仲良く」とご両親。

お問い合わせは、最寄りのJA窓口まで

年金のお受取りは
JAみやざき
延岡地区本部で

安心
便利

年金感謝デー

実施中!!
年金振込日にJA窓口
へ年金をお受け取り
にご来店いただいた
方へ、プレゼント!!
※数に限りがございますの
で、お早めにご来店下さい。

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

１か月2,623円(税込み)

購 読 の お 願 い

お役に立てる情報をお届けします。
JAみやざき延岡地区本部の記事も
載っています。

7月の
愛彩クラブご案内

16日
（火）

時　間：9：30～13：00
定　員：15名
参加費：1,500円
講　師：江川　幸代

26日
（金）

時　間：9：30～11：00
定　員：15名
参加費：1,000円
講　師：JA生活指導係

夏の定番「冷や汁」と
かぼちゃのスイーツ

夏野菜の保存食作り

※定員になり次第締め切らせていただきます。
※大幅に定員に満たない場合は中止させていただくことがあります。
※万が一事故が発生した場合は自己責任となりますのでご了承ください。

メニュー
冷や汁
かぼちゃの
しっとりケーキ

きゅうりの佃煮
ゴーヤの佃煮
ゴーヤの松前漬け
※持ち帰り用の容器、
またはビニール袋を持
参下さい。

開催場所はいずれも、にししな愛彩館（野田１丁目４－５）です。
駐車は支店横、道路を挟んで西側の駐車場へお願い致します。

営農振興課 ２３-１８９１お申込み・お問合せ：

その注文、ちょっと待って!
ネットショッピングでこんな被害が…

こんなショッピングサイトは怪しいでしょ?

　正規のショッピングサイトと思い商品を購入したにも
かかわらず、トラブルに至るケースが発生しています。

※ほかのチェック
ポイントはこちら

※ JC3 が公開してい
る 『SAGICHECK』 
でウェブサイトの安全
性が確認で
きます。

❶ 極端に安い
⇒ 過大な割引がある
⇒ 購入を急がせるなど
❷  支払方法が限定され

ている
⇒ 銀行振込しか選べない
⇒ 振込先が個人名義など
❸ 日本語が不自然

代金を支払ったのに
商品が届かない !!

返金してほしいけど
連絡が取れない !!

少しでも怪しいと思ったら、
ほかのチェックポイントも確
認しましょう。

届いたけど
偽物だった !!

ケース① さらに…ケース②
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JAみやざき延岡地区本部総務課 広報係

夏の生活応援
キャンペーン！
夏の生活応援
キャンペーン！

令和
６年７月１日（月）～
　９月25日（水）
「サンAジュース
　 チラシ全商品」
割引販売いたします!

※グリーンワン、購買店舗
でお受取りのみの特別割
引です。詳しくはお近く
の各店舗へお問い合わせ
ください。

期間限定！

6月30日（日）は、
棚卸のため店休日と
させていただきます。

店舗課

ローンセンター日曜営業日
変更のお知らせ

7月の営業日は
　7日、21日となります。

ローンセンターの日曜営業日は６月から
毎月第１、３、５日曜日に変更いたしました。
営業時間は10：00 ～ 16：00です。

融資課よろしくお願い申し上げます。

グリーンワングリーンワン
店休日のお知らせ店休日のお知らせ

7 月文月

77
JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

【
全
体
運
】

家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
。
レ
ジ
ャ
ー
プ

ラ
ン
は
気
合
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入
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て
。
華
や
か
な
ス
ポ
ッ

ト
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ツ
キ
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あ
り
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
も
吉

【
健
康
運
】

何
で
も
お
い
し
い
と
き
。食
事
は
カ
ロ
リ
ー
も
意
識
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
マ
ト

【
全
体
運
】

予
定
は
前
倒
し
で
進
め
ま
し
ょ
う
。
下
旬
は
暑

気
払
い
プ
ラ
ン
を
計
画
。
生
活
に
め
り
は
り
を

つ
け
る
と
よ
り
充
実
。
メ
モ
の
習
慣
が
◎

【
健
康
運
】

口こ
う
く
う腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
健
康
寿
命
ア
ッ
プ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ナ
ス

【
全
体
運
】

高
め
安
定
運
。
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
の
効
率

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
余
裕
が
生
ま
れ
、

い
い
思
い
付
き
が
あ
り
そ
う
。
旅
行
が
吉

【
健
康
運
】

足
裏
マ
ッ
サ
ー
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ラ
ッ
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楽
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運
の
食
べ
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シ
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全
体
運
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勢
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あ
る
好
調
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イ
ニ
シ
ア
チ
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発
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す
れ
ば
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さ
ら
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周
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さ
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ま
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友
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イ
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体
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昇
運
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ま
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や
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ル
シ
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し
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か
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取
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ュ
ニ
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シ
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た

あ
る
日
の
こ
と
。
散
歩
中
、
庭
の

先
々
で
見
か
け
た
色
と
り
ど
り
の
鮮

や
か
な
紫
陽
花
に
心
が
和
み
ま
し

た
。
お
か
げ
で
心
穏
や
か
に
散
歩
で

き
ま
し
た
。

〔
野
田
町
　
Ｋ
・
Ｓ
　
93
歳
〕

ゴ
ー
ヤ
収
穫
楽
し
み
で
す

昨
年
か
ら
ゴ
ー
ヤ
の
漬
物
に
ハ

マ
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
お
店
で

買
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
自
分

で
作
ろ
う
と
初
め
て
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を

買
っ
て
植
え
ま
し
た
。
も
う
花
が
咲

い
て
い
ま
す
。
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

〔
北
浦
町
　
Ｈ
・
Ｋ
　
69
歳
〕

手
ご
わ
い
相
手
で
し
た

初
め
て
玉
ネ
ギ
の
苗
植
え
と
収
穫

を
体
験
し
ま
し
た
。
手
に
マ
メ
が
で

き
ま
し
た
。
手
ご
わ
い
、
り
っ
ぱ
な

玉
ネ
ギ
た
ち
で
し
た
。

〔
平
原
町
　
Ｋ
・
Ｙ
　
29
歳
〕

は
じ
け
る
笑
顔
楽
し
そ
う

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
6
月
号
の
表
紙
の

「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
は
じ
け
て
楽
し
そ
う
で

し
た
。
農
業
に
ふ
れ
る
体
験
は
大
切

と
思
い
ま
す
。

〔
北
方
町
　
Ａ
・
Ｅ
　
64
歳
〕

野
菜
の
お
か
げ
で
元
気
で
す

新
鮮
な
野
菜
を
毎
日
い
た
だ
い
て

元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
市
場
や
Ａ
コ
ー
プ
で
、
抱
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
野
菜
を
購
入
し
ま
す

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
食
べ
き
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い
野
菜
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。

〔
土
々
呂
町
　
Ｍ
・
Ｈ
　
63
歳
〕

自
分
も
い
つ
か
は
…

毎
月
、「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
見
て
い
ま
す
。
知
り
合
い
の
名
前

が
載
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

の
で
す
が
「
自
分
も
い
つ
か
載
る
の

か
」
と
思
う
と
、
そ
う
い
う
年
に
な
っ

た
の
だ
、と
複
雑
な
心
境
に
な
り
ま
す
。

〔
北
方
町
　
Ｈ
・
Ｙ
　
59
歳
〕
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部
総
務
課

広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●7月10日（水）締め切り（必着）

6
月
号
の
当
選
者

　
　

　
　

カ タ ツ ム リ 　 サ

　 チ チ 　 ビ カ ン

オ バ 　 バ ン グ ミ

モ 　 バ ツ グ 　 ヤ

テ ナ ン ト 　 オ ク

サ ラ ダ 　 タ コ

ク 　 ナ マ ガ ワ キ

●
6
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
ナ
ガ
グ
ツ
」

ヨコのカギ
１ 七夕の短冊を付ける植物
２ 鳥が羽ばたかせるもの
３ 東北地方で牛のこと
４ だしじゃことも呼ばれます
５ ひ孫の子どもです
７ ロンドンの──空港は英国最大の国際空港です
９ ポンポンと地面で突いて遊びます
11 高校球児が試合をするときに履きます
13 ピサにあるものは傾いていることで有名です
15 シャンプーの後で使う人もいます
17 侍が腰に差していたもの
19 ──ふり構わずがむしゃらに取り組んだ
21 漢字などに付ける小さな文字

タテのカギ
１ 小説を書く人をこう呼ぶことも
３ 貼り合わせて合板を作ります
６ アジやイワシと並んでよく食べられる青魚
７ 天の川を渡って織り姫に会いに行きます
８ 春がスプリングなら夏は
10 目で見える範囲のこと
12 手首のこと。──バンド
14 2024 年の夏季五輪が行われる都市
16 渡り──を通って隣の校舎へ行った
18 アウターの反対語
20 ウイスキーはこの中で熟成します
22 病気の治療や予防に使われます
23 打ち上げ──、線香──

【
全
体
運
】

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
い
ら
立
ち

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
も
次
第
に
解
消
。
後
半
は

味
方
が
現
れ
ま
す
。
友
人
と
お
茶
を

【
健
康
運
】

ト
イ
レ
は
我
慢
し
な
い
で
。水
分
補
給
は
た
っ
ぷ
り
と

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ゴ
ー
ヤ
ー

【
全
体
運
】

困
難
を
乗
り
越
え
て
結
果
を
出
せ
ま
す
。
諦
め

ず
に
忍
耐
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
旅
行
は
初

め
て
の
場
所
に
ツ
キ
あ
り

【
健
康
運
】

慌
て
る
の
は
け
が
の
も
と
。
動
作
は
ゆ
っ
く
り
と

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ク
ラ
ン
ボ

【
全
体
運
】

ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
す
が
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。

後
半
、
運
勢
は
大
き
く
上
昇
。
あ
な
た
の
望
む

方
向
に
風
向
き
が
変
化
。
地
道
に
交
渉
を

【
健
康
運
】

発
酵
食
品
に
ツ
キ
。納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
元
気
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ソ

【
全
体
運
】

運
勢
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
筋

縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
体
験
も
。
バ
カ
ン
ス
の
予
定
を
立
て
て

【
健
康
運
】

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
運
動
が
◎
。体
力
ア
ッ
プ
の
好
機

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ス
イ
カ

【
全
体
運
】

気
に
な
る
こ
と
は
多
そ
う
で
す
が
、
あ
ま
り
神

経
質
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
お
と
な
し
く
待
っ

て
い
た
方
が
好
結
果
に
。
掃
除
が
吉

【
健
康
運
】

有
酸
素
運
動
が
お
勧
め
。外
出
時
は
水
筒
を
携
帯
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ョ
ウ
ガ

【
全
体
運
】

良
好
運
。
前
半
は
大
き
な
追
い
風
に
恵
ま
れ
ま

す
。
善
は
急
げ
で
行
動
を
。
後
半
は
話
を
よ
く

聞
き
冷
静
に
。
感
情
的
に
な
ら
な
い
で

【
健
康
運
】

や
っ
た
こ
と
の
な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ニ
ー
レ
タ
ス

伊形町 椛　山　節　子 様
伊形町 日　高　重　貴 様
小野町 山　内　法　子 様
中川原町 今　村　純　子 様
野地町 村　田　　　勝 様
野田町 猪　股　幸　子 様
中の瀬町 佐々木　武　寿 様
佐野町 大　石　けい子 様
北方町蔵田辰 黒　田　栄　子 様
北浦町古江 日　髙　和　子 様
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

初夏の野菜の
ペペロンチーノ

初夏の野菜の
チキン南蛮風

①フライパンにオリーブ油、ニンニク、アンチョビフィレ、タカ
ノツメを入れ、弱火で５分ほど温め、タカノツメを取り出す。
②鍋に１Lの湯を沸かし、塩13g（分量外）を加えてスパゲティ
をゆで、ゆで時間の１分前にあげる（ゆで汁は取っておく）。

③①のフライパンにゆで上がったスパゲティを入れ、ゆで汁
を大さじ３ほど加え、中火にかけ、ゆで汁を吸わせておく。
④ボウルに合わせたあえ衣と③のスパゲティを入れて混ぜ
合わせ、皿に盛り付け塩・こしょうを振って出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①ボウルにタルタルソースを作る。ゆで卵をつぶし、材料を混
ぜ合わせておく。
②フライパンにサラダ油を180度に熱し、料理酒と塩をもみ
込んだ鶏もも肉に片栗粉をまぶし唐揚げにしてボウルに
入れ、ポン酢を回しかける。
③皿に②を盛り付け、タルタルソースをかけ、トマトとキュウ
リをちらし出来上がり。

作り方

材料 （2人分）

材料 （３人分）

スパゲティ（1.6mm）
…………………… 100g
ニンニク（みじん切り） 1 片
アンチョビフィレ …… 1枚
タカノツメ ………… 1本
オリーブ油 ……… 大さじ2

鶏もも肉唐揚げ用… 6個
料理酒 ……… 大さじ 1
塩 …………… 小さじ 1
片栗粉 …………… 適宜
サラダ油 ………… 適宜
ポン酢 ……… 大さじ 2

あえ衣
キュウリ（すりおろし）…1 本
トマト（1cm角切り）… 1個
ミョウガ（輪切り）…… 2個
大葉（千切り）……… 10枚
ナンプラー……… 小さじ2
レモン汁………… 小さじ2
塩・こしょう …………適宜

タルタルソース
ゆで卵（固ゆで） ……… 2個
マヨネーズ………… 大さじ2
酢 ………………… 小さじ1
砂糖 …………… 小さじ1/2
キュウリ（粗みじん切り） 1/2 本
ミョウガ（輪切り）……… 1個
こしょう ………………… 少々
トマト（さいの目切り） 1 個
キュウリ（乱切り）…… 1/2本

Chef Nagai’s
recommended

recipe

編
集
後
記

「
後
継
者
が
い
な
い
」。
取
材
を
し
て

い
て
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
出
て
く

る
言
葉
で
す
。
正
確
に
は
「
い
な
い
」

で
は
な
く
「
さ
せ
た
く
な
い
」
が
実

情
。
多
難
な
農
業
に
苦
渋
の
決
断
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
親
の
心
情
は
い
か
ば
か

り
か
。
先
祖
代
々
続
い
て
き
た
親
か
ら

子
、
子
か
ら
孫
へ
と
い
う
系
譜
が
途
切

れ
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
▼

一
方
で
子
ど
も
な
ど
の
肉
親
に
継
が
せ

る
と
い
う
考
え
に
執
着
し
な
い
人
も
い

ま
す
。
北
川
町
の
シ
キ
ミ
農
家
、
小
野

敬
通
さ
ん
（
50
）
は
父
親
か
ら
受
け
継

い
だ
シ
キ
ミ
園
を
後
世
に
残
す
た
め
「
後

継
者
は
信
頼
で
き
る
人
物
な
ら
身
内
に

こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り

▼
北
方
町
の
桃
農
家
、
藤
本
博
明
さ
ん

（
74
）
も
離
農
者
が
増
え
て
い
く
現
状
に

危
機
感
を
抱
き
「
や
る
気
の
あ
る
人
が

い
た
ら
譲
る
気
持
ち
は
あ
る
」
と
言
明
。

し
か
も
「
体
得
し
た
知
識
、
技
術
の
す

べ
て
を
伝
授
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
」

と
ま
で
言
い
切
り
ま
す
▼
も
う
一
方
で

後
継
者
の
い
な
い
高
齢
農
家
の
た
め
に

受
託
作
業
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る
人

も
い
ま
す
。
川
島
町
の
佐
野
栄
一
さ
ん

（
54
）
は
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
を
無

く
す
た
め
積
極
的
に
受
託
を
増
や
し
、

気
づ
い
た
ら
主
食
用
、
飼
料
用
米
合
わ

せ
て
23
㌶
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
先
駆
者
、

鹿
小
路
の
牧
野
恭
広
さ
ん
（
59
）
も
受

託
に
前
向
き
。
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
駆
使
し
て
大
麦
、
水
稲
、
イ
タ

リ
ア
ン
合
わ
せ
て
42
㌶
▼
こ
の
４
人
の

方
た
ち
の
目
的
は
た
だ
ひ
と
つ
。「
地
元

の
農
業
を
守
る
」。
延
岡
の
農
業
に
吉
兆

を
見
る
思
い
が
し
ま
す
。�

（
哲
）
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農
作
物
を
荒
ら
し
、ゴ
ミ
や

動
物
の
死
骸
に
群
が
る
カ
ラ
ス

は
、全
身
が
黒
光
り
し
て
鳴
き

声
も
不
気
味
な
の
で
昔
か
ら
不

吉
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
カ
ラ
ス
が
不
吉
な
知
ら
せ
を

運
ん
で
く
る
」「
カ
ラ
ス
が
群
れ

て
鳴
く
と
誰
か
が
亡
く
な
る
」

「
カ
ラ
ス
が
騒
ぐ
と
大
地
震
が

起
こ
る
前
触
れ
」な
ど
の
話
を

誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
カ
ラ
ス
は
旧
約
聖
書

や
中
国
神
話
、イ
ン
デ
ア
ン
神

話
な
ど
世
界
の
神
話
に
神
の
使

い
と
し
て
登
場
し
、神
聖
視
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
神
話
で

も
神
武
東
征
の
道
案
内
を
し
た

三
本
足
の
八
咫
烏（
や
た
が
ら

す
）と
し
て
登
場
し
ま
す
。
最
近

で
は
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
八
咫
烏
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
間
の
６
～
８
歳

程
度
の
知
能
を
持
つ
と
い
わ
れ

る
賢
い
カ
ラ
ス
は
、昔
か
ら
一

目
置
か
れ
る
存
在
な
の
で
す
。

カ
ラ
ス
は
３
月
ご
ろ
か
ら
高
い

場
所
に
巣
作
り
を
は
じ
め
、４
月

～
５
月
に
卵
を
産
み
ま
す
。ひ
な

鳥
は
約
１
ヵ
月
間
巣
の
中
で
育

ち
ま
す
。
巣
立
ち
の
時
季
を
迎
え

る
７
月
ご
ろ
ま
で
巣
の
周
辺
で

生
活
し
、親
ガ
ラ
ス
か
ら
飛
び
方

や
餌
を
捕
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

「
カ
ッ
カ
ッ
」は
警
戒
時
の
も

の
で
、
威
嚇
が
始
ま
る
と「
ガ

ア
ー
ガ
ア
ー
」
と
盛
ん
に
鳴
き

声
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

頭
上
を
旋
回
し
、
く
わ
え
た
木

の
枝
な
ど
を
相
手
に
め
が
け
て

落
と
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

も
そ
も
カ
ラ
ス
は
、人
間
を
恐
れ

て
基
本
的
に
は
寄
っ
て
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、ひ
な
鳥
を
守
る
た

め
攻
撃
的
に
な
っ
た
繁
殖
期
の

カ
ラ
ス
は
、人
に
爪
を
か
け
た
り
、

体
当
た
り
し
て
く
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
厄
介
な
カ
ラ
ス
も
鳥
獣

保
護
管
理
法
に
よ
っ
て
許
可
な

く
駆
除
・
捕
獲
・
殺
傷
す
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
寄
せ
付

け
な
い
よ
う
、あ
の
手
こ
の
手
の

対
策
を
講
じ
て
も
カ
ラ
ス
は
直

ぐ
に
見
破
っ
て
き
ま
す
。
賢
い
カ

ラ
ス
と
の
知

恵
比
べ
は
こ

れ
か
ら
も
続

き
そ
う
で
す
。

春
か
ら
７
月
に
か
け
て
は

カ
ラ
ス
の
繁
殖
期
で
す
。
こ

の
時
期
は
縄
張
り
意
識
が

特
に
強
く
な
り
、
ひ
な
鳥
を

守
る
た
め
巣
に
近
づ
く
人
や

動
物
を
強
く
警
戒
し
、
威
嚇

し
て
き
ま
す
。
反
撃
し
よ
う

と
石
を
投
げ
た
り
、
巣
を
ゆ

す
っ
た
り
す
る
と
、
さ
ら
に

狂
暴
化
さ
せ
る
の
で
絶
対
に

避
け
て
く
だ
さ
い
。
危
険
を

感
じ
た
ら
帽
子
や
傘
な
ど
で

頭
部
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
用
心

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
用
心

管
内
で
5
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合�　

掌

【
延
岡
市
】

小
澤
　
寳
重
様
94
富
美
子
北
方
町
早
日
渡
巳

伊
東
ソ
ノ
ヱ
様
83
敏

明
北
方
町
曽
木
子

甲
斐
　
正
行
様
99
利

博
北
方
町
菅
原
未

淵
上
　
　
昇
様
75
レ
イ
子
祇
園
町

土
田
フ
サ
エ
様
96
勝

美
北
方
町
蔵
田
辰

林
田
ハ
ツ
子
様
90
徹

久
稲
葉
崎
町

加
木
　
利
見
様
96
ト
メ
コ
旭
ヶ
丘

太
田
　
五
生
様
80
春

美
東
海
町

岩
切
　
理
恵
様
49
秀

樹
中
島
町

吉
田
　
忠
男
様
85
ユ
リ
子
北
方
町
蔵
田
辰

佐
藤
　
洋
子
様
88

健

卸
本
町

福
富
　
清
徳
様
98
美
保
子
川
島
町

夏
田
　
綾
子
様
95
典

幸
夏
田
町

山
田
　
久
美
様
75
淳

治
北
浦
町
宮
野
浦

甲
斐
シ
ゲ
子
様
94
常

実
小
川
町

興
梠
　
房
勇
様
90
治

照
塩
浜
町

佐
藤
　
淑
子
様
92
博

志
緑
ヶ
丘

佐
藤
カ
オ
ル
様
97
舟
津
道
代
中
川
原
町

工
藤
美
江
子
様
90
喜
代
志
北
方
町
川
水
流
卯

工
藤
フ
ジ
子
様
84
恒

市
北
方
町
川
水
流
卯

井
上
　
妙
子
様
90
貴

雅
桜
小
路

河
野
　
道
子
様
90
良

弘
北
浦
町
古
江

佐
貫
　
治
子
様
94
友

昭
旭
ヶ
丘

尾
﨑
　
　
剛
様
72
多
美
子
小
野
町

佐
藤
　
福
美
様
81
晃

江
大
貫
町

持
原
　
初
美
様
67
大

輔
石
田
町

松
木
富
士
夫
様
77
晴

代
出
北

大
山
　
利
一
様
70
す
み
子
浦
城
町

甲
斐
　
　
篤
様
77
川
名
さ
ゆ
り

上
三
輪
町

徳
永
八
重
子
様
79
達

雄
北
浦
町
三
川
内

貫
　
フ
ジ
子
様
102
笑
美
子
無
鹿
町

黒
木
　
福
夫
様
82
節

子
無
鹿
町

清
松
　
鶴
松
様
95
栁
田
広
子
北
方
町
早
中
巳

手
島
　
紘
一
様
83
ス
ミ
子
北
浦
町
古
江

谷
平
實
枝
子
様
82
陽

子
昭
和
町

栁
田
ケ
サ
ノ
様
99
恵

一
小
峰
町

吉
田
百
合
子
様
84
英

明
柚
の
木
田
町

巣
山
　
博
康
様
84
淑

子
平
原
町

栁
田
　
守
正
様
82
里

美
北
方
町
角
田
丑

甲
斐
ト
メ
子
様
94
正

治
北
浦
町
市
振

吉
岡
　
和
豊
様
68
美
奈
子
北
方
町
二
股
亥

山
口
　
眞
弓
様
90
橋
本
陽
子
差
木
野
町

治
久
丸
二
富
様
74
末

美
北
川
町
川
内
名

樋
口
ツ
ヤ
子
様
90
次

男
北
方
町
上
鹿
川
申

片
伯
部
ミ
ヨ
子
様
91
清

稔
平
原
町

谷
口
　
　
潔
様
85
ミ
ヨ
子
平
原
町

23
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